
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老
齢

化
率

は
４

７
．
６

が
１

４
．
４

％
と

 
後
に
は
１
１
１
９
人
、
高
齢
化
率
３
６
．
１

 
た

の
力

を
期

待
し

て
い

ま
す

。
 

代
で

流
入

超
過

と
な

り
、
長

期
的

に
人

口

増
加

が
生

じ
５

０
年

先
に

は
５

．
６

６
倍

と
な

り
、

５
９

５
人

が
３

３
７

０
人

で
、

老
齢

化
率

は
４

７
．
６

が
１

４
．
４

％
と

が
顕

著
に

表
れ

て
い

る
と

評
価

さ
れ

た
。

次
に

将
来

予
測

で
は

、
現

状
推

移

予
測

は
人

口
１

５
３

０
人

が
３

０
年

後
に
は
１
１
１
９
人
、
高
齢
化
率
３
６
．
１

す
が

、
こ

の
実

現
の

た
め

に
は

神
杉

地
区

を
魅

力
あ

る
地

域
で

あ
る

こ
と

の
ア

ピ

ー
ル

以
外

に
無

い
と

確
信

し
ま

す
。
あ

な

た
の

力
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

方
で

の
社

会
増

１
位

は
島

根
県

隠
岐

郡

の
知

夫
村

で
畜

産
を

通
じ

て
多

く
の

世

代
で

流
入

超
過

と
な

り
、
長

期
的

に
人

口

代
前

半
か

ら
取

り
戻

し
、

特
に

３
０

～

４
０

代
の

お
子

様
の

居
る

世
帯

の
流

入

が
顕

著
に

表
れ

て
い

る
と

評
価

さ
れ

が
１

７
９

人
と

４
２

％
増

と
予

想
さ

れ

た
。
こ

れ
ら

の
数

値
は

あ
く

ま
で

予
測

で

す
が

、
こ

の
実

現
の

た
め

に
は

神
杉

地
区

８
１

万
人

で
１

０
０

ｍ
四

方
に

４
５

人

と
な

り
介

護
や

医
療

だ
け

で
な

く
、
生

活

も
限

界
と

予
測

さ
れ

た
。
ま

た
、
中

国
地

層
別

の
人

口
増

減
率

( コ
ー

ホ
ー

ト
変

化
率

 
５

歳
き

ざ
み

の
５

年
間

の
変

化

率
) で

は
２

０
代

後
半

の
減

少
を

３
０

人
で

高
齢

化
率

は
３

５
．
７

％
と

微
減

は

す
る

が
安

定
化

は
達

成
で

き
、
小
・
中

学

生
の

人
口

予
測

で
は

、
現

在
の

１
２

６
人

会
は

東
京

で
あ

り
、
東

京
２

３
区

に
お

け

る
高

齢
者

の
予

測
は

３
０

年
先

に
は

２

８
１

万
人

で
１

０
０

ｍ
四

方
に

４
５

人

い
て

、
３

世
代

が
顕

著
に

表
れ

長
続

き

す
る

人
口

バ
ラ

ン
ス

で
あ

る
。

年
齢

階

層
別

の
人

口
増

減
率

コ
ー

ホ
ー

ト
変

 
を

５
年

間
で

１
組

づ
つ

呼
び

込
め

ば

３
０

年
先

に
は

１
５

３
０

人
が

１
３

９
１

人
で

高
齢

化
率

は
３

５
．
７

％
と

微
減

は

年
こ

の
時

期
に

東
部

管
内

を
持

ち
回

り
で

行

っ
て

い
た

、
作

品
展

示
会

と
演

芸
発

表
会

を
今

年
度

は
ま

ち
づ

く
り

講
演

会
と

し
て

開
催

し
た

。
 

て
説

明
い

た
だ

い
た

。
評

価
は

５
年

間
の

住
民

基
本

台
帳

に
基

づ
き

、
ま

ず
、
長

い

目
で

見
て

、
一

番
持

続
性

が
な

い
地

域
社

５
３

０
人

で
６

５
歳

以
上

の
高

齢
化

率

が
３

６
．
１

％
 
主

力
は

６
０

代
の

後
半

世
代

が
一

番
多

く
４

０
代

も
貢

献
し

て

 
 

 
２

０
代

前
半

男
女

１
組

 
２

名
 

 
 

 
３

０
代

子
連

夫
婦

１
組

 
３

名
 

 
 

 
６

０
代

定
年

夫
婦

１
組

 
２

名
 

-1- 

 
東

部
地

区
連

絡
協

議
会

で
は

２
月

２
２

日

( 土
) 県

立
風

土
記

の
丘

研
修

室
に

お
い

て
、
例

年
こ

の
時

期
に

東
部

管
内

を
持

ち
回

り
で

行

長
 

藤
山

 
浩

 
先

生
に

よ
り

長
続

き

す
る

地
域

の
仕

組
み

づ
く

り
～

地
区

別

人
口
・
介

護
分

析
を

踏
ま

え
て

～
と

題
し

て
説

明
い

た
だ

い
た

。
評

価
は

５
年

間
の

の
将

来
の

全
人

口
と

、
小

中
学

生
数

の

予
測

を
さ

れ
た

。
当

神
杉

地
区

で
は

現

在
の

年
齢

構
成

に
お

い
て

は
、

人
口

１

５
３

０
人

で
６

５
歳

以
上

の
高

齢
化

率

 
 

 
 

 
 

 
代

前
半

の
流

出
抑

制
 

 
 

③
定

住
増

加
組

数
 

 
 

 
２

０
代

前
半

男
女

１
組

 
２

名

出
生

率
 

2.2

性
化

で
活

躍
中

の
一

般
社

団
法

人
 

持

続
可
能

な
地

域
社

会
総
合

研
究
所

 
所

長
 

藤
山

 
浩

 
先

生
に

よ
り

長
続

き

部
地

区
別

の
現

状
分

析
で

、
現

在
の

年

齢
構

成
と

現
状

の
ま

ま
推

移
し

た
場
合

の
将

来
の

全
人

口
と

、
小

中
学

生
数

の

定
住

増
加

の
組

み
合
わ
せ

た
シ
ナ
リ
オ

だ
。
①

出
生

率
 

２
．
２
１
を
維

持
 

 
 
②

流
出

率
 

１
０

代
後

半
～

２
０

 

神
自
T E
発
２
人
世
ホ
ht
i-

出
生

率
 

2.21 

 
講

演
会

は
講
師

に
中

山
間

地
域

の
活

の
予

測
が

発
表

さ
れ

た
。
そ

の
後

、
東

 
今

後
の

神
杉

地
区

の
安

定
化

達
成

の

た
め

に
先

生
は

次
の

組
み
合
わ
せ

を
提

言
さ

れ
た

。
そ

れ
は

、
出

生
率
・
流

出
率
・

神  杉  地  区
自治会連合会
T E L  6 6 - 1 3 2
発刊 2020/3/10
２月末(前月比
人口 1,537(+3)
世帯   605(+2
ホームページ 
http://kamisu
-m.com/ 

１
２

６
人

が
１

１
７

人
で

、
か

な
り

安
定

に
近

づ
い

て
い

る
と

の
評

価
だ

っ
た

。
 

 
今

後
の

神
杉

地
区

の
安

定
化

達
成

の

区 
会 

1 3 2 3  
0 

前月比)  
) 

+2) 
 

//kamisug

  

が
、
４

３
．
６

％
と

な
り

小
・

中
学
校

生



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 一社)持続可能な地域社会総合研究所の研修資料より抜粋 

おおきくなーれ 

 
尾
首

山
憩

い
の
森

づ
く

り
実

行
委

員
会

( 会
長

 
三
原
和
美

) で
は

、
去

る

二
月
二
八

日
( 金

) 午
後

神
杉

小
学
校
三

年
生

一
四

名
を
迎

え
て
シ
イ
タ
ケ
菌

を
ほ

だ
木
へ
植

え
付

け
た

。
 

 
こ

の
シ
イ
タ
ケ
菌

の
種
類

は
森
二

九
〇
号
「

に
く

ま
る
」
で

名
前

の
ご

と

く
肉
厚

の
シ
イ
タ
ケ

が
期

待
さ

れ
ま

す
。
当

日
は

、
三
原

会
長

の
開

会
挨
拶

に
引

続
き

、
黒
瀬

 
洋

さ
ん

と
平
岡
末

夫
さ
ん

に
よ

り
森
林

の
大
切

さ
と
シ

イ
タ
ケ
栽
培

の
手
順

に
つ

い
て

説
明

を
さ

れ
た

。
そ

の
後
事

前
に
用
意

さ
れ

た
約
九
〇
㎝

の
ま

き
の
木
六
〇

本
余

に
、
専
用
ド
リ

ル
で
駒
穴

を
開

け
、
植

菌
駒
約
二
五
〇
〇
個

を
木
槌

で
打

ち

込
ん

だ
。

 

 
こ

の
ほ

だ
木

は
尾
首

山
の
木
陰

で

三
年

間
シ
イ
タ
ケ
菌

を
繁
殖

し
、
早

け

れ
ば

来
年

の
秋
頃
肉
厚

の
「

に
く

ま

る
」

く
ん

が
顔

を
望

か
せ

ま
す

。
 

 
ま

た
、
一

四
名

が
六

年
生

に
な

り
卒

業
の
折

、
一

人
二

本
づ

つ
家

に
持

ち
帰

り
管
理

し
て

い
た

だ
く

予
定

で
す

。
 

生
徒

は
初

め
て

の
体
験

で
楽

し
そ
う

で
し

た
。
思

い
出

に
残

れ
ば
幸

い
で

す
。

 

子ども世代 親世代 
祖父母世代 
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小

             

小

小・中学

             

◎
手

で
触

れ
る
共
有

部
分

の
消
毒

を
し

よ
う

 

◎
マ

ス
ク
等

の
関

連
ゴ
ミ

は
密
閉

し
て
捨

て
よ
う

 

小学校 3年生銭

 
 
 
 

中学校、高

             

◎
充

分
な
栄
養

と
睡
眠

を
確
保

し
よ
う

 

◎
マ

ス
ク

を
つ

け
ま

し
ょ
う

 

◎
部
屋

は
定

期
的

に
換
気

し
よ
う

 

年生銭太

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高校、

                     

ル
に

よ
る
消
毒

を
し

よ
う

 

◎
で

き
る

限
り
混
雑

し
た
場
所

を
避

け
よ
う

 

◎
充

分
な
栄
養

と
睡
眠

を
確
保

し
よ
う

し
た

。
次

回
３

月
１

６
日

は
、
今

年
度

の
最
終

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
回

と
な

り
閉
講
式

も
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

な
わ

れ
ま

す
。

 
 

 

、特別支

        

感
染
予
防
策
 

◎
石
鹸

に
よ

る
手
洗

い
や
手
指
消
毒
用

ア
ル

コ
ー

-２- 

 

す
。

社
長

さ
ん

の
口

は
全

く
開

き
動

か
な

っ
 

た
彼

を
思

い
出

し
、
芸

の
深

さ
を

回
想

し
ま

し

し
た

。
次

回
３

月
１

６
日

は
、
今

年
度

の
最
終

特別支援学

        地域の

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 感

染
予
防
策
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か
、

お
少

し
調

子
を
落

と
さ

れ
た
「
窓

を
あ

け
れ

ば
」

腹
話
術

を
見

れ
ば
思

い
出

す
の

が
三

次
ス
ズ

キ
の

中
山
博
之
元

社
長

演
ず

る
福

ち
ゃ
ん

で

別支援学校の臨

の見守

あ
る

と
考

え
ま

す
。

 

休
校

期
間

 
三

月
二

日
( 月

) ～
三

月
二
五

日
( 水

) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

ク
レ
レ

と
歌

と
腹
話
術

で
楽

し
い

時
間

を
過
ご

し
た

。

中
で

も
腹
話
術

で
は

あ
ち

ら
の

世
界

か
ら
淡
谷

の
り

子
さ
ん

を
お
迎

え
し

、
最
近

は
歌
わ

れ
て

い
な

い
の

臨時休

見守りにつ

後
児
童
ク

ラ
ブ
等

で
過
ご

さ
れ

る
こ

と
の
選
択

を
余
儀

な
く

さ
れ

た
方

も
お

ら
れ

ま
す

。
 

 
地

域
と

し
て

も
子
ど

も
達

を
見
守

っ
て

い
く
必
要

が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

目
と

な
る

研
修
講
座

を
講
師

に
世
羅
町

の
曹
洞
宗

 
文

裁
寺

 
生
田
秀
昭

 
住
職

様
に

よ
り

２
９

名
が
集

い
、
ウ

ク
レ
レ

と
歌

と
腹
話
術

で
楽

し
い

時
間

を
過
ご

し
た

。

臨時休校に対

りについてお
健
康
・
安

全
を
第

一
と
考

え
ら

れ
、
自
宅

待
機

が
原
則

と

な
っ

て
い

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
ご
家
庭

の
事
情

で
放
課

後
児
童
ク

ラ
ブ
等

で
過
ご

さ
れ

る
こ

と
の
選
択

を
余
儀

「
笑

い
で

こ
こ

ろ
の
健

康
を
」

ぱ
ー
と

➋
 

 
２

月
１

７
日

( 月
) わ

く
わ

く
講
座

で
は

今
年
度

９
回

対する

お願い

 
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

予
防

の
た

め
全

国
で

３

月
２

日
( 月

) か
ら

小
学
校

・
中

学
校

・
高
校

・
特

別
支
援

学
校

で
休
校

と
な

っ
て

い
ま

す
。
こ

れ
は

、
児
童

生
徒

の

「
笑

健
康

」

する 

い 

 
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

予
防

の
た

め
全

国
で

３



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土
割

り
て

頭
出

し
た

る
黄

水
仙

 
 

 
 

 
 
 
田

原
 

洋
子

 

香
ゆ

ら
ぎ

寒
菊

に
笑

む
句
と

友
も

お
く

る
 

 
 

 
広

川
テ

ル
子

 
 

子ども

○開催日 毎月第

○場所 神杉

○月謝 月額

○講師 庭谷

よ
り
厚

く
お
礼
申

し
上
げ

ま
す

。
 

雪
降

り
ぬ

水
墨

に
み

る
神

の
里

 
 

 
 

 
 

中
藤

 
博

文
 

土
割

り
て

頭
出

し
た

る
黄

水
仙

 
 

 
 

 
 
 
田

原
 

洋
子

 

子どもそろばん教

毎月第１・２・３水曜

神杉自治会館 

月額 3,000 円

庭谷哲子 先生

 
一

区
 

 
 
福
田

 
造
治

 
様

 

 

紙
面

を
お

か
り

し
ま

し
て
衷
心

 

 春
雨

や
馬

洗
川

に
も

音
も

な
く

 
 

 
 
 
 
 
 
 
加

藤
 

茂
夫

 

ろばん教室 

曜日１６：３０～

 

円 

先生 

 
 
亡
母

 
香
川

 
チ
ヨ

コ
 

様
 

 
 

 
 

《
 
見
舞
い
返
し

 
》

 

 
一

区
 

山
脈

俳
句

会
《

十
一

月
》
 

 

山
脈

俳
句

会
《

弐
月

》
 

  

～  

右脳

 十
九

区
上

 

 
 
香
川

 
泰
輔

 
様

 

 
 
亡
母

 
香
川

 
チ
ヨ

コ
 

様
 

 
 

行
い

、
自
然

と
向

き
合
う

時
間

が

取
れ

な
い

も
の

か
。

 
 

 
 
 
新

 

 

3 月
  

    

     
   
   
   
     
   
 4 月
   
     
 

３

  

右脳を使

集中力 記
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四
区

 

井
手
岡

 
靖
恵

 
様

 

亡
夫

 
井
手
岡

 
秋

人
 

様
 

 

自
宅

で
生

活
。
色
々

と
問

題
が

発

生
し

て
い

る
が

、
こ

の
地

に
お

い

て
、

こ
の
機

会
に
家

の
手
伝

い
を

行
い

、
自
然

と
向

き
合
う

時
間

が

月 10 日(火)
   〃   

12 日(木)
 13 日(金)

15 日(日)
16 日(月)
17 日(火) 
 〃  
23 日(月)

  24 日(火)
    〃   
   25 日(水)
    〃  

  26 日(木) 
   27 日(金)

月 10 日(金)
   21 日(火) 

   

３・４

  

ってそろば

記憶力 暗算

寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。

 

 《
 
香
典
返
し

 
》

 

四
区

 

毎
日
感
染

者
数

が
増

加
し

て
い

る

状
況

で
、
終
息

の
糸

口
が

見
え

な

い
。

今
は
感
染

予
防

で
耐

え
る

し

か
な

い
。

子
ど

も
も
休
校

に
な

り

) 広報紙配
  公衆衛生

 大田植総
 社会福祉
 グランド
 わくわく

)  青少年育
   スポーツ

 文化生涯
 ネットワ

  新自治会
 よいとこ

   大田植サ
)  神杉大田
 神杉振興
) 広報紙配
)  神杉地区

４月の自

  

そろばんで

暗算力 忍耐力

神
杉

地
区

社
会
福
祉

協
議

会
へ

 

令
和
二

年
二

月
一

日
か

ら
同

月
末

日

ま
で

に
、

次
の

方
々

か
ら
ご
寄
付

が
 

寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。

 

た
。

昨
年
末

突
然
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
が

中
国

で
発

生
。

ま
さ

か

の
事

態
に

な
り

令
和

の
試

練
か

、

毎
日
感
染

者
数

が
増

加
し

て
い

る

広報紙配布 
公衆衛生・生活安全
大田植総務部会 
社会福祉部会 
グランドゴルフ定例
わくわく講座 
青少年育成部会 
スポーツ振興部会 
文化生涯学習部会 
ネットワーク会議 
新自治会長会議 
よいとこ保存会理事
大田植サゲ練習 
神杉大田植実行委員
神杉振興青年部総会
広報紙配布 
神杉地区自治会連合

自治連行

  

んで身につく

忍耐力 ・・・等
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社
会
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協
議

会
へ

 

 

 
昨

年
、

天
皇

陛
下

即
位

の
儀

が

厳
粛

の
内

に
済

み
、

夢
と

希
望

を

抱
き

、
平

成
か

ら
令
和

に
変
わ

っ

た
。

昨
年
末

突
然
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

生活安全部会 

ルフ定例会 

存会理事会 

実行委員会 
年部総会 

治会連合会総会 

行事 

  

につく力 

等々 

 
編
集
後
記
 

  


